
 

                

 

 

 

受け継ごう きれいで豊かな瀬戸の海 

 「令和７年度リフレッシュ瀬戸内事業」 

～加太港海岸の清掃活動を実施します～ 

和歌山市では、住民の皆様と共に、海岸の清掃活動という“誰もが参加しやすい活動”を通じて 

“美しい瀬戸内を守っていく”ことを、参加者をはじめとする多くの人々に訴えていくために、「瀬戸

内・海の路ネットワーク推進協議会」の骨格事業である「リフレッシュ瀬戸内事業（海岸の清掃活動）」

に取り組みます。 

 

１ 主 催  和歌山市／瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会 

２ 日 時  令和７年６月２２日（日）午前９時から午前１０時まで 

（午前８時４０分受付開始） 

※雨天の場合は中止 

※実施の有無は河川港湾課のホームページ上で発表します。 

（右記 QRコード参照） 

３ 場 所  加太港海岸（和歌山市加太：加太海水浴場） 

４ 内 容  海岸の清掃活動 

５ 参加者  約３００名（予定） 

       協力：加太地区連合自治会、加太まちづくり㈱、加太観光協会、個人ボランティア、㈱淺川組、

㈱本間組、㈱東組、㈱丸昌、京ｾﾗｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ㈱、西日本高速道路ﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ㈱、

双日㈱、双日ﾐﾗｲﾊﾟﾜｰ㈱、南海電気鉄道㈱、きのくに信用金庫、奥村組土木興業㈱、

NEC ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ㈱、国土交通省近畿地方整備局、海上保安庁、和歌山県、和歌山市    

※敬称略・順不同 

▼リフレッシュ瀬戸内事業とは 

瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会の骨格事業として、「受け継ごう きれいで豊かな瀬戸の海」を

合い言葉に、令和７年度は５月１日から６月３０日まで及び９月１日から１０月３１日までの間、瀬戸内海沿

岸各地で一斉に行う海岸清掃活動です。 

▼瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会とは 

瀬戸内の各地域が一体となり海を活かした地域づくりを考え実践することにより、瀬戸内海地域全体

のさらなる振興と発展を図ることを目的として、平成 3年 5月に設立されました。 

現在、瀬戸内海沿岸の 107 の市町村と 11 府県の会員と協議会活動をサポートする国土交通省地方

機関が、あらゆる境を越えて一堂にあつまり、様々な交流・連携活動を行っています。 

 会員内訳 

 国会員・・・・近畿地方整備局、中国地方整備局、四国地方整備局、九州地方整備局、近畿運輸局、 
神戸運輸監理部、中国運輸局、四国運輸局、九州運輸局 

 府県会員・・・大阪府、兵庫県、和歌山県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、愛媛県、 
福岡県、大分県 

 市町村会員・・大阪ブロック９市３町、兵庫ブロック１４市１町、和歌山ブロック３市４町、岡山ブロック７市、 
広島ブロック１０市３町、徳島ブロック４市１町、香川ブロック７市５町、愛媛ブロック１０市４町、 
周防灘ブロック（山口・福岡・大分）１７市４町１村 

担 当 課 河川港湾課 

担 当 者   森田 

電    話 （073）435－1090 

内  線  5380 

開会式後、加太港海岸に打ち上げられたプラスチック片などのゴミを回収します。会場には、啓発用の大型のぼり等

を設置し、美しい瀬戸内海を守ることの重要性を啓発します。 

 

資 料 提 供 

令和７年６月１３日 


